
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
常
磐
松
文
庫
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

該
本
は
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
日
に
浅
倉
屋
書
店
よ
り
購
入
さ
れ
た
。
言
誌
は
以
下
の
通
り
。
五
十
四
帖
揃
の
写
本
。
寸
法
は
縦
約
二
十
七

・
三
糎
×
横
約
二
十
・
一
糎
。
袋
綴
。
白
綴
糸
。
表
紙
は
紺
無
地
の
紙
表
紙
で
、
中
央
に
題
篭
を
貼
付
。
こ
の
題
策
は
寸
法
縦
約
十
二
・
三
糎

×
横
約
二
・
七
糎
、
朱
色
地
に
金
の
横
縞
模
様
入
り
の
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
墨
筆
で
巻
名
を
記
し
、
題
策
下
の
表
紙
の
地
に
、
朱
筆
で
巻
序
を

記
し
て
い
る
。
筆
跡
は
全
て
同
一
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
か
。
桐
壺
・
螢
・
椎
本
の
三
帖
に
は
題
釜
が
無
い
が
、
表
紙
に
は
剥
離
し
た
跡
が
残

っ
て
お
り
、
そ
の
下
方
の
表
紙
の
地
に
は
、
他
と
同
様
に
巻
序
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
行
の
表
紙
。
題
策
と
も
に
原
装
か
と
思
わ
れ
る
。

本
文
料
紙
は
楮
紙
。
巻
の
大
半
は
、
墨
付
本
文
の
前
後
に
各
々
一
丁
ず
つ
の
遊
紙
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
梅
枝
・
藤
襄
葉
の
二
帖
に
は

前
遊
紙
が
無
く
、
初
音
・
常
夏
・
篝
火
・
野
分
・
藤
裏
葉
・
夕
霧
・
御
法
・
幻
・
浮
舟
の
九
帖
に
は
後
遊
紙
が
無
い
。
片
面
十
行
。
一
行
字
数

調
査
報
告
十
六

常
磐
松
文
庫
本
源
氏
物
語
五
十
四
冊

一
、
書
誌
及
び
問
題
の
所
在

上
野
英
子
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卜六源氏物語

は
十
五
～
二
十
字
ま
で
、
巻
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
和
歌
は
改
行
一
宇
下
げ
。
歌
の
あ
と
の
地
の
文
は
改
行
せ
ず
、
そ
の
ま
良
続
け
て
い
る
。

料
紙
・
筆
跡
等
か
ら
承
て
江
戸
期
の
写
本
と
思
わ
れ
る
。
蔵
印
は
本
学
の
印
三
種
（
「
実
践
女
子
大
学
図
書
館
印
」
「
常
磐
松
文
庫
印
」
及
び

「
五
九
二
五
七
」
～
「
五
九
三
二
」
ま
で
の
図
書
の
整
理
番
号
）
以
外
に
は
無
く
、
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
桐
壺
の
巻
の
表
紙
に
は
、
縦
八
・
八
糎
×
横
六
・
二
糎
大
の
白
い
貼
紙
が
あ
り
、
そ
こ
に
上
記
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

窮
と
宿
痂
と
に
苦
し
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
晩
年
の
著
作
で
、
そ
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
奥
入
以
下
二
十
三
種
の
旧
注
と
源
註
拾
遺
以
下
七
種
の
新

注
を
引
く
と
あ
り
、
更
に
主
客
・
照
応
・
伏
線
・
省
筆
・
草
子
地
な
ど
二
十
一
種
の
名
目
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
注
を
踏
ま
え
、
更
に

第
五
百
三
十
七
號

萩
原
展
道
翁
書
入
本

源
氏
物
語
評
噸
釧
鏑
本
六
部

五
十
四
冊

こ
れ
は
墨
で
記
入
し
た
も
の
だ
が
、
四
周
花
辺
及
び

文
中
の
「
第
」
「
號
」
「
冊
」
の
三
字
だ
け
は
印
刷
さ
れ

た
も
の
で
、
薄
い
緑
色
を
し
て
い
る
。
前
所
蔵
者
に
よ

る
整
理
札
の
一
種
で
あ
ろ
う
。
こ
の
貼
紙
の
言
わ
ん
と

す
る
の
は
、

㈲
該
本
が
萩
原
広
道
の
害
入
本
で
あ
る
こ
と

口
広
道
が
源
氏
物
語
評
釈
を
著
す
際
に
「
草
稿
」
と

な
っ
た
も
の
が
六
部
（
種
類
）
あ
っ
て
、
該
本
は

そ
の
内
の
一
種
で
あ
る
こ
と

の
二
点
か
と
思
わ
れ
る
。

萩
原
広
道
は
、
文
久
三
年
（
穴
奎
）
に
四
十
九
歳
で
逝

っ
た
幕
末
の
国
学
者
で
あ
る
。
源
氏
物
語
評
釈
は
、
貧
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独
自
な
文
章
論
・
構
想
論
的
批
評
考
察
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
こ
の
試
朶
は
、
例
え
ば
岩
波
の
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
な
ど
が
「
江

戸
時
代
源
氏
物
語
研
究
の
総
収
版
の
趣
き
が
あ
り
、
花
宴
巻
で
中
絶
し
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
で
も
か
な
り

高
く
評
価
さ
れ
、
ま
た
注
目
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

広
道
は
妻
子
の
存
在
が
定
か
で
な
く
、
没
後
そ
の
蔵
耆
が
ど
う
な
っ
た
の
か
も
皆
目
分
ら
な
い
。
貼
紙
本
文
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
五
十
四
帖

揃
い
の
該
本
は
か
＆
る
広
道
の
、
そ
れ
も
自
ら
の
書
入
れ
に
な
る
評
釈
草
稿
で
あ
る
と
い
う
。
す
る
と
本
稿
の
眼
目
も
自
ず
と
そ
の
妥
当
性
の

検
討
に
移
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
下
こ
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

先
ず
㈲
の
指
摘
か
ら
。
貼
紙
本
文
に
は
「
広
道
書
入
本
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
該
本
の
中
の
一
体
ど
の
部
分
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の

か
。
「
書
写
」
で
は
な
く
「
書
入
」
と
あ
る
以
上
、
本
行
の
部
分
は
対
象
外
に
扱
っ
て
よ
い
と
し
て
、
本
行
以
外
に
記
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
て

ゑ
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

口
誇
一
書
入
れ
場

仙
桐
壺
の
巻
の
前
遊
紙
一

口
一
碗
確
緬
礒
識
睡
揃
遊
紙

ﾚサ

物
語
本
文
の
行
間
や
上

に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
た

二
、
該
本
書
入
れ
と
広
道
の
筆
跡

前
遊
紙
の
間
に
は
さ
ま

欄
な
ど
、
全
冊
一
群
蓉
乎
膜
癖
識
繩
率
轆
画
趣
酔
評
垂
一
伺
柾
峠
程
栽
蓉
癖
睡
誕
脈
の
指
示
や
語
釈
・
文
意
の
解

一
罎
嘩
鋒
蝉
峠
報
確
率
罰
華
畢
融
雪
一
詞
証
》
準
極
華
詫
。
朱
筆
の
も
の
よ
り
遙
か
に
少
な
く
、

咄
）
の
０

丁

･所

｜
蛛
橦
津
確
毒
塒
仮
名
混
り
文
。

墨
筆
。
漢
字
仮
名
混
り
文
。
寸
法
縦
十
七
・
七
糎
×
横
二
十
一
・
五
糎
の
薄
様
の
半
紙
に
、

桐
壺
巻
に
つ
い
て
、
巻
名
の
由
来
や
登
場
人
物
名
・
簡
単
な
語
釈
等
を
記
し
た
も
の
。

聿
巨ヨ

入

作
者
や
物
語
大
意
・
准
拠
な
ど
、
注
釈
書
で
い
う
総
論
に
相

江

内

’
容

－ 7 0 －



十 六源氏物語

「
草
稿
」
と
は
普
通
「
下
書
き
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
一
般
的
に
考
え
て
、
本
を
刊
行
す
る
た
め
に
は
先
ず
そ
の
下
書
き
、
即
ち
清
書
原

稿
の
類
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
稿
本
」
を
作
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
稿
本
を
仕
上
げ
る
た
め
に
は
、
更
に
そ
の
下
耆
き
や
そ
の
た
め
の
様
々
な
資
料
、

ノ
ー
ト
の
類
が
必
要
な
わ
け
で
あ
り
、
一
口
に
「
草
稿
」
と
い
っ
て
も
そ
こ
に
は
色
々
な
段
階
の
も
の
が
想
定
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
加
え
て

こ
の
㈹
～
⑧
ま
で
の
書
入
れ
の
筆
跡
を
広
道
の
筆
跡
と
比
較
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
広
道
の
筆
跡
の
見
本
は

大
阪
中
之
島
図
書
館
蔵
萩
原
広
道
自
筆
稿
本
「
葦
の
葉
分
け
」
一
冊

広
道
書
簡
（
香
川
琴
橋
宛
。
森
川
彰
氏
が
「
混
沌
」
昭
和
五
十
一
年
五
月
・
五
十
三
年
九
月
号
で
紹
介
し
た
も
の
）

の
二
つ
の
資
料
に
拠
る
こ
と
に
し
た
。
後
者
は
森
川
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
香
川
琴
橋
が
自
著
「
浪
華
名
勝
帖
」
の
稿
本
を
広
道
に
送
り
、
彼

の
意
見
を
求
め
た
際
の
返
書
で
あ
っ
て
、
嘉
永
二
年
（
六
男
）
夏
、
広
道
三
十
五
才
頃
の
も
の
か
と
い
う
。
前
者
は
、
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
弘
化

二
年
（
穴
豐
）
と
あ
り
、
広
道
三
十
一
才
頃
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
筆
に
よ
る
本
文
と
共
に
同
じ
く
自
筆
の
書
入
れ
（
本
文
に
対
す
る
注

を
記
し
た
も
の
）
が
あ
り
、
書
入
れ
と
い
う
点
で
は
該
本
と
条
件
が
一
致
す
る
。
好
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
両
資
料
を
該
本
の
書
入
れ
と
比
較
し
て
ゑ
た
と
こ
ろ
、
該
書
の
な
か
の
い
、
及
び
例
の
朱
筆
の
部
分
が
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。

的
の
墨
筆
の
部
分
は
そ
の
大
半
が
本
行
書
写
者
の
も
の
で
、
口
は
未
知
な
る
第
三
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
か
と
思
う
。
筆
跡
か
ら
ぶ
る
限

り
、
広
道
耆
入
本
と
い
う
㈲
の
指
摘
も
、
強
ち
見
当
外
れ
な
も
の
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

で
は
内
容
の
上
で
は
ど
う
な
の
か
。
ロ
の
「
評
釈
草
稿
言
」
の
問
題
に
移
り
た
い
。
だ
が
そ
の
前
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
貼
紙
本

文
は
「
草
稿
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
稿
本
」
（
印
刷
前
の
完
成
さ
れ
た
原
稿
）
と
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
該
本
を
一
読
し
た
だ
け
で
も
直
ぐ
に
了
解
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
総
論
部
で
あ
る
が
、
評
釈
が
七
十
六
丁
も
の
長
き
に
及
ん
で
い
る

の
に
対
し
、
該
本
で
は
桐
壺
の
巻
の
前
遊
紙
僅
か
一
丁
以
内
で
収
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
物
語
本
文
中
に
於
け
る
注
釈
の
分
量
も
、
該
本
は
評
釈

の
に
対
し
、
該
本
一

に
遠
く
及
ば
な
い
。

旬 1
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、
、
、
、

該
本
の
場
合
、
貼
紙
本
文
に
は
「
草
稿
六
部
之
内
一
本
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
該
本
以
外
に
も
う
五
種
類
も
の
草
稿
が
存
在
し
た
こ
と
に

な
る
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
多
く
の
草
稿
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
み
る
に
、
貼
紙
に
い
う
「
草
稿
」
と
は
、
お
そ
ら
く
は
〈
資

料
〉
と
し
て
の
草
稿
の
意
で
あ
り
、
広
道
は
該
本
の
如
き
資
料
を
六
種
類
作
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
評
釈
の
原
稿
を
作
っ
た
と
い
う
意
味
で
、

こ
の
貼
紙
本
文
は
記
さ
れ
た
と
ゑ
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
草
稿
」
の
意
味
を
こ
の
よ
う
に
お
さ
え
て
、
広
道
の
筆
に
似
た
い
の
書
入
れ
か
ら
分
析
し
て
象
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
書
入
れ
は
、
一

丁
分
の
前
遊
紙
に
細
か
な
朱
筆
で
び
っ
し
り
と
記
さ
れ
た
漢
字
片
仮
名
混
り
文
の
も
の
で
、
そ
の
概
要
は
注
釈
書
で
い
う
総
論
の
部
分
に
相
当

す
る
。
本
文
を
内
容
に
よ
っ
て
段
落
分
け
し
、
各
を
小
見
出
し
を
付
け
て
み
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
る
。

六
、
発
端
（
准
拠
）

七
、
そ
の
他
（
筆
名
の
由
来
・
石
山
寺
参
籠
発
起
説
・
准
拠
・
並
び
の
事
）

こ
の
一
～
七
ま
で
の
各
記
事
に
つ
い
て
内
容
を
検
討
し
、
他
の
注
釈
書
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
い
と
思
う
の
だ
が
、

但
し
こ
の
調
査
は
あ
く
ま
で
も
相
対
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
旨
、
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
と
思
う
。

一
、
作
者

二
、
紫
式

三
、
紫
式

四
、
大
意

五
、
准
拠
時
代

紫
式
部
が
俗
姓

紫
式
部
と
号
す
る
事

三
、
前
遊
紙
の
書
入
れ
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十六源氏物語

古
注
釈
の
研
究
は
先
学
諸
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
近
年
漸
く
脚
光
を
浴
び
て
き
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
全
国
各
地
に
は
未
だ
紹
介
さ
れ
な

い
貴
重
本
も
数
多
く
埋
れ
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
な
か
に
は
注
釈
書
と
し
て
の
体
裁
こ
そ
と
ら
な
い
も
の
の
、
源
氏
物
語
本
文
中
へ
の

書
込
み
と
い
う
形
で
興
味
深
い
解
釈
の
開
陳
さ
れ
た
場
合
も
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
今
日
代
表
的
な
古
注
釈
と
評
さ
れ
て
い
る
著
作
の
場
合

で
も
、
そ
れ
が
成
立
し
た
背
景
に
は
、
同
じ
著
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
数
多
く
の
聞
書
や
注
釈
ノ
ー
ト
な
る
も
の
が
存
在
し
、
し
か
も
そ
れ
ら

は
著
者
の
源
氏
研
究
の
深
ま
り
に
応
じ
て
、
漸
次
様
相
を
異
に
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
、
そ
う
し
た
大
小
様
々
な
形
で
の
注
釈
記
録
を
悉
く
掌
握
し
て
該
本
の
書
入
れ
と
比
較
検
討
す
る
と
い
う
仕
事
は
、
到
底
報
告
者
の
力
に

及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
と
同
時
に
、
該
本
は
近
世
期
の
写
本
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
該
本
に
書
入
れ
を
し
た
人
物
が
、
そ
う
し
た

一
種
特
別
な
注
釈
記
録
を
果
し
て
ど
こ
ま
で
網
羅
し
得
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
こ
と
で
は
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
次
善
の
策
と
し

て
、
流
布
性
の
高
い
ご
く
一
般
的
な
注
釈
書
に
的
を
絞
り
、
そ
れ
ら
の
諸
注
と
比
較
し
て
該
本
の
書
入
れ
が
一
体
ど
の
注
釈
害
の
立
場
に
近
い

の
か
、
大
よ
そ
の
目
安
だ
け
を
つ
け
て
承
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

か
＆
る
方
針
に
基
づ
き
、
先
ず
第
一
段
に
相
当
す
る
記
事
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
該
本
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
説
父
為
時
作
之
息
女
式
部
加
筆
宇
治
大
納
言
物
語
一
一
有
花
鳥
二
引
式
部
凡
人
ニ
ァ
ラ
ネ
〈
為
時
力
説
心
浅
シ
紫
日
記
一
一
ケ
フ
〈
里
一
一

出
テ
史
記
ト
云
文
讃
ナ
ト
載
タ
リ
外
典
〈
云
二
不
及
天
台
六
十
巻
ヲ
伺
上
一
心
三
観
ノ
妙
理
ヲ
窺
ナ
レ
〈
無
疑
也

法
成
寺
入
道
関
白
ノ
奥
書
一
一
云
此
物
語
世
皆
式
部
ヵ
作
ト
ノ
、
、
、
思
ヘ
リ
老
比
丘
筆
ヲ
加
ル
処
也
云
々
川
徳
院
御
記
ニ
モ
承
久
二
一
一
モ
紫
式

部
吉
之
ト
載
ラ
ル
一
条
院
御
時
式
部
〈
日
本
記
ヲ
能
コ
ソ
見
タ
リ
ヶ
レ
ト
有
時
左
馬
内
侍
此
倫
言
ヲ
妬
テ
日
本
記
ノ
御
局
ト
号
セ
リ

右
の
書
入
れ
は
、
明
星
抄
総
論
部
の
中
の
作
者
の
段
と
酷
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
明
星
抄
の
本
文
を
挙
げ
て
承
よ
う
。
参
考
の
た

め
、
該
本
と
ほ
ぼ
共
通
し
た
部
分
に
は
傍
線
を
施
し
、
そ
の
傍
線
部
分
で
字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
更
に
傍
線
を
施
し
て
二
重
傍

線
と
し
、
傍
に
該
本
の
本
文
を
記
し
て
お
い
た
。
ま
た
⑦
～
、
の
各
記
号
も
報
告
者
が
任
意
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

局ハ
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こ
そ
み
た
り
け
れ
と
仰
ら
る
・
時
に
左
衛
門
内
侍
此
論
言
を
妬
で
日
本
紀
の
御
局
と
号
せ
り
と
云
々
紫
日
記
に
も
此
事
を
載
た
り

明
星
抄
で
は
、
冒
頭
⑦
で
源
氏
物
語
の
作
者
は
紫
式
部
で
あ
る
と
い
う
自
ら
の
結
論
を
示
し
た
後
、
諸
説
を
紹
介
し
、
一
つ
ｊ
、
理
由
を
述

べ
て
こ
れ
に
反
駁
す
る
と
い
う
構
成
を
と
る
。
即
ち
、
④
＠
で
為
時
作
者
説
と
そ
の
根
拠
で
あ
る
と
こ
ろ
の
宇
治
大
納
言
物
語
か
ら
の
引
用
と

を
示
し
、
＠
で
こ
れ
を
否
定
し
て
、
②
②
で
否
定
の
根
拠
を
挙
げ
る
。
④
に
入
る
と
今
度
は
新
た
に
老
比
丘
加
筆
説
を
示
し
、
＠
の
細
字
書
入

れ
で
珊
か
の
譲
歩
を
示
し
つ
つ
も
、
⑦
、
の
順
徳
院
御
記
の
記
事
に
よ
り
や
は
り
紫
式
部
作
者
説
は
動
か
な
い
と
主
張
す
る
、
と
い
う
具
合
に

で
あ
る
。
全
体
的
に
ぶ
て
論
の
組
立
て
に
若
干
の
甘
さ
が
残
る
も
の
の
、
源
氏
物
語
の
作
者
は
誰
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
組

も
う
と
し
た
試
み
は
充
分
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

①花
一
説
父
為
時
作
し
之
息
女
式
部
加
筆
之
由
．
宇
治
大
納
言
の
物
語
を
花
鳥
に
ひ
け
り
・
宇
治
大
納
言
物
語
云
。
今
は
昔
越
前
守
為
時
と

て
ざ
え
あ
り
世
に
目
出
度
や
さ
し
か
り
け
る
人
は
紫
式
部
か
親
也
．
此
為
時
源
氏
は
作
た
る
な
り
．
こ
ま
か
な
る
事
共
を
む
す
め
に
か
出

せ
た
り
け
る
と
ぞ
．
き
さ
い
の
宮
此
事
を
き
こ
し
め
し
て
む
す
め
を
め
し
出
し
た
り
け
る
．
此
源
氏
作
り
た
る
事
さ
ま
ｊ
、
に
申
伝
へ
た

り
ま
い
り
て
後
作
り
た
る
共
申
．
何
れ
か
ま
こ
と
な
ら
ん
云
有

①此
義
人
の
推
量
の
分
．
女
房
の
胸
中
よ
り
書
出
せ
る
物
と
は
象
え
ね
ば
・
此
説
も
さ
も
や
と
は
覚
れ
と
・
式
部
か
広
才
凡
人
に
あ
ら
れ

シ
⑳
⑰

⑦紫
式
部
か
筆
作
勿
論
之
義
也

3法
成
寺
の
入
道
関
白
の
奥
書
に
云
・
此
物
語
世
に
皆
式
部
か
作
と
の
象
お
も
へ
り
老
比
丘
筆
を
加
る
所
也
一
房

⑦
〔
細
字
書
入
〕

さ
れ
と
是
も
自
然
の
事
な
る
へ
し

⑦
記
一
一
モ
．
院
御
時

順
徳
院
御
記
承
久
二
に
も
紫
式
部
書
之
と
の
せ
ら
る
．

卜
有
馬

及’ 、此
義
人
の
推
量
の
分
．
女
房
の
胸
中
よ
り
書

シ

ば
・
為
時
が
作
の
説
尤
心
あ
さ
き
に
似
た
り

天
台
六
十
巻
を
う
か
い
《
ひ
一
心
三
観
の
妙
理
を
さ
と
り
う
る
ほ
ど
の
者
な
れ
ば

紫
日
記
に
も
今
日
は
里
に
出
て
史
記
と
云
文
読
な
と
載
た
り

窺
ナ
レ
バ
ナ
キ
也

’
◎同

御
記
云

院
御
時

此
物
語
を
始
一
条
院
御
覧
有
て
不
可
説
物
也

|青

引

a

疑
を
残
す
へ
か
ら
さ
る
歎

式
部
か
広
才
凡
人
に
あ
ら
れ

’
僧
‐

外
典
の
事
は
云
に
不
し

式
部
は
日
本
紀
を
よ
く

｝
辻
ｍ
ｗ

|記

－ ワ イ ー
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源氏物語
L二一－
1／､

こ
れ
に
対
し
て
該
本
の
場
合
は
と
い
う
と
、
⑦
②
、
の
三
記
事
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
④
④
⑦
⑰
④
⑦
、
の
各
記
事
は
明
星
抄
と
全
く

同
じ
順
序
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
該
本
に
見
え
な
い
三
つ
の
記
事
は
、
無
く
と
も
論
の
大
勢
に
影
響
を
与
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
⑦
は

④
と
重
複
し
た
記
事
だ
し
、
＠
は
感
想
め
い
た
細
字
書
入
れ
。
宇
治
大
納
言
物
語
か
ら
引
い
た
＠
は
、
そ
の
前
の
④
で
既
に
同
物
語
中
に
為
時

、
、
、

作
者
説
の
典
拠
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
原
文
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
よ
い
。
論
の
骨
組
み
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
該
本
は
、
明
星

抄
の
そ
れ
に
ぴ
っ
た
り
重
な
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

尤
も
表
現
方
法
と
し
て
は
、
そ
う
ぴ
っ
た
り
と
は
重
な
ら
な
い
部
分
も
あ
る
。
例
え
ば
両
害
に
共
通
し
て
見
え
て
い
る
④
の
本
文
で
あ
る

が
、
明
星
抄
で
「
式
部
加
筆
之
由
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
該
本
で
は
単
に
「
式
部
加
筆
」
と
し
て
い
る
し
、
ま
た
明
星
抄
の
「
物
語
を
花

鳥
に
ひ
け
り
」
も
、
該
本
で
は
「
物
語
二
有
花
鳥
二
引
」
と
、
短
く
二
つ
に
分
け
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
に
、
文
意
こ
そ
変
ら
ぬ
も

の
の
字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
該
本
の
表
現
の
方
に
多
少
唐
突
で
乱
暴
な
感
が
否
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。

更
に
＠
の
く
だ
り
。
明
星
抄
で
は
「
此
義
人
の
推
量
の
分
．
女
房
の
胸
中
よ
り
書
出
せ
る
物
と
は
み
え
ね
ば
・
此
説
も
さ
も
や
と
は
覚
ゆ
れ

と
」
と
、
は
じ
め
に
為
時
作
者
説
に
対
す
る
心
情
的
理
解
を
示
し
、
そ
の
上
で
同
説
を
否
定
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
該
本
で
は
、
論
の
骨
格
に

直
接
的
に
は
関
与
し
な
い
か
坐
る
枝
葉
の
文
章
は
一
切
無
く
、
た
だ
「
式
部
凡
人
ニ
ァ
ラ
ネ
ハ
為
時
力
説
心
浅
シ
」
と
結
論
の
み
が
記
さ
れ
て

あ
る
Ｃ と

こ
ろ
が
明
星
抄
の
こ
の
記
事
は
、
後
代
の
諸
注
に
於
い
て
は
、
ほ
ん
の
部
分
的
に
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、

後
代
の
諸
注
が
紫
式
部
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
い
う
定
見
に
拠
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
湖
月
抄
な
ど
は
明
星
抄
の

こ
の
一
記
事
を
か
な
り
忠
実
に
引
用
し
た
方
か
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
湖
月
抄
で
さ
え
、
＠
の
記
事
を
削
っ
て
代
り
に
花
鳥
余

情
の
説
を
挿
入
し
た
り
、
②
②
、
の
記
事
を
切
り
離
し
て
他
の
諸
段
に
廻
し
た
り
、
と
い
う
具
合
に
、
原
文
を
大
分
動
か
し
て
引
用
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

Ｆ
Ｄ
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以
上
を
勘
案
す
る
に
、
該
本
の
①
は
明
星
抄
総
論
部
を
適
宜
抜
粋
し
、
時
に
自
ら
の
言
葉
で
こ
れ
を
ま
と
め
て
い
っ
た
か
、
或
い
は
そ
の
よ

う
に
し
て
既
に
ま
と
め
ら
れ
た
本
文
を
更
に
引
き
写
し
て
い
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
明
星
抄
は
明
暦
三
年
（
天
毫
）
に

版
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
版
本
化
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
古
注
釈
の
中
で
は
異
例
の
出
来
事
と
解
さ
れ
る
。
該
本
書
入
れ
の
中
に
明
星

抄
本
文
と
の
強
い
類
似
性
が
窺
え
る
の
も
、
或
い
は
そ
う
し
た
出
版
状
況
を
反
映
し
て
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

尤
も
伊
井
春
樹
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
実
隆
の
細
流
抄
以
後
、
一
子
公
条
が
〈
公
条
聞
害
〉
な
る
一
連
の
著
作
を
発
表
し
、
そ
の
息
実

注
②

枝
が
編
じ
た
明
星
抄
の
中
に
は
、
こ
の
公
条
の
注
釈
が
大
き
な
影
を
お
と
し
て
い
る
と
い
う
。
従
っ
て
該
本
も
又
、
か
出
る
〈
公
条
聞
言
〉
な

る
諸
作
の
な
か
の
或
本
を
直
接
間
接
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
っ
て
引
用
し
た
も
の
か
も
し
れ
ず
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た
可
能
性
も
残
っ
て
い

る
こ
と
で
は
あ
り
、
今
明
星
抄
と
の
共
通
性
だ
け
を
取
り
上
げ
て
結
論
を
出
す
の
は
、
や
は
り
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
う
。
然
し
な

が
ら
本
稿
で
は
前
述
し
た
理
由
に
よ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
追
及
は
控
え
る
。
猶
、
評
釈
凡
例
に
よ
れ
ば
広
道
は
明
星
抄
も
活

次
に
二
～
五
の
諸
段
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
と
同
様
、
明
星
抄
総
論
部
の
中
の
〈
紫
式
部
が
俗
姓
〉
〈
紫
式
部
と
号
す
る
事
〉

〈
大
意
〉
〈
准
拠
時
代
〉
の
諸
段
と
酷
似
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
二
三
四
と
移
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
本
文
の
量
は
次
第
に
減
少
し
て

ゆ
く
。
殊
に
五
は
、
明
星
抄
〈
准
拠
時
代
〉
の
段
の
冒
頭
僅
か
三
行
分
の
記
事
と
重
な
る
に
す
ぎ
な
い
。

続
く
六
は
、
同
じ
明
星
抄
で
も
総
論
篇
で
は
な
く
本
文
篇
（
桐
壺
の
巻
の
冒
頭
「
い
つ
れ
の
御
時
に
か
」
）
の
注
と
一
致
し
て
い
る
。
今
度

は
比
較
的
長
文
に
わ
た
る
も
の
だ
が
、
字
句
の
異
同
は
殆
ど
無
い
。
記
事
の
内
容
は
そ
の
前
の
五
と
同
様
、
准
拠
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

テ
ー
マ
が
等
し
い
に
も
か
民
わ
ら
ず
、
該
本
で
は
六
を
わ
ざ
わ
ざ
行
を
改
め
て
記
し
、
し
か
も
文
頭
に
○
印
を
付
け
て
五
と
は
二
重
に
区
別
し

用
し
た
と
記
し
て
い
る
。

て
い
る
。

最
後
の
七
段
は
、
共
通
し
た
本
文
を
持
つ
注
釈
書
を
特
定
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
ず
は
全
文
を
掲
げ
、
気
付
い
た
点
を
述

－76



源氏物語
『一

｜ノ、

こ
こ
で
は
紫
式
部
と
い
う
筆
名
の
由
来
を
、
父
為
時
が
式
部
少
輔
で
あ
っ
た
た
め
と
し
て
い
る
。
筆
名
の
由
来
を
論
じ
た
諸
注
が
、
〈
な
ぜ

紫
な
の
か
〉
を
問
題
に
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
〈
な
ぜ
式
部
な
の
か
〉
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
か
き
る
記
述
は
該
本
以
外
に
は
管
見
に

入
ら
な
い
。

③
○
式
部
ノ
父
式
部
少
輔
故
一
一
其
名
ヲ
取
ル

⑫
○
此
書
く
石
山
ニ
マ
カ
リ
テ
湖
上
ノ
月
ヲ
見
テ
西
宮
左
大
臣
ノ
左
遷
ノ
コ
ト
ヲ
思
出
テ
須
磨
明
石
ノ
風
景
ヲ
オ
モ
ヒ
ャ
リ
須
磨
明
石
ノ
巻
ヨ

リ
書
始
ム
石
山
二
源
氏
ノ
間
在
り
大
般
若
ノ
料
紙
ヲ
借
り
忘
レ
ヌ
為
一
一
先
シ
記
シ
タ
リ
ト
云
〈
非
説
也

②
②

○
源
氏
〈
敦
良
親
王
一
一
比
ス
是
好
色
人
也
其
人
ヲ
光
君
ト
云
シ
也
是
等
ヲ
一
ツ
ニ
シ
テ
光
源
氏
ト
ー
ッ
ニ
ョ
マ
セ
タ
ル
モ
ノ
也
○
花
鳥
河

海
ノ
説
二
竪
ノ
丼
横
ノ
丼
ア
ル
也
河
海
ノ
法
〈
横
ヲ
重
ソ
ス
花
鳥
〈
竪
ヲ
用
１
史
記
ノ
本
紀
世
家
列
傳
一
一
比
ス
ト
云

文
中
の
○
印
は
原
文
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
害
入
者
が
段
落
毎
の
文
頭
に
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
説
明
の
都
合
上
筆
者
も
又
、
各

項
に
⑥
～
⑥
の
記
号
を
置
い
た
。
⑬
を
除
く
諸
項
は
い
ず
れ
も
改
行
の
上
書
き
出
し
て
い
る
。
以
下
⑥
か
ら
順
に
み
て
ゆ
く
。

の
よ
メ
フ
に
あ
る
○

べ
て
ゆ
く
耐
こ
と
に
し
た
い
。

〈
⑥
〉

／､、

②
、、､,／

石
山
寺
参
籠
発
起
説
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
河
海
抄
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
巻
一
料
簡
の
段
に
次

此
物
語
の
お
こ
り
に
説
を
あ
り
と
い
へ
ど
も
西
宮
左
大
臣
安
和
二
年
太
宰
権
帥
に
左
遷
せ
ら
れ
給
し
か
は
藤
式
部
を
さ
な
く
よ
り
な
れ
た

て
ま
つ
り
て
お
も
ひ
な
げ
き
け
る
比
大
斎
院
罐
昼
銅
穂
塞
よ
り
上
東
門
院
へ
め
づ
ら
か
な
る
草
子
や
侍
る
と
尋
申
さ
せ
給
け
る
に
う
つ
ぼ
竹

取
や
う
の
古
物
語
は
め
な
れ
た
れ
ば
あ
た
ら
し
く
つ
く
り
出
し
て
た
て
ま
つ
る
べ
き
よ
し
式
部
に
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
石
山
寺
に
通
夜
し

ワワ
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て
こ
の
こ
と
を
い
の
り
申
す
に
折
し
も
八
月
十
五
夜
の
月
湖
水
に
う
つ
り
て
心
の
す
ゑ
渡
る
ま
図
に
物
語
の
風
情
空
に
う
か
び
た
る
を
忘

ぬ
さ
き
に
と
て
仏
前
に
あ
り
け
る
大
般
若
の
料
紙
を
本
尊
に
申
う
け
て
先
す
ま
あ
か
し
の
両
巻
を
か
き
と
■
め
け
り
こ
れ
に
よ
り
て
す
ま

の
巻
に
こ
よ
ひ
は
十
五
夜
也
け
り
と
お
ぼ
し
い
で
凶
と
は
侍
る
と
か
や
後
に
罪
障
鐡
悔
の
た
め
に
般
若
一
部
六
百
巻
を
み
づ
か
ら
書
て
奉

注
③

納
し
け
る
今
に
彼
寺
に
あ
り
と
云
を
。

注
㈹
注
⑤

こ
の
説
は
そ
の
後
、
弄
花
抄
・
一
葉
抄
・
明
星
抄
・
肖
柏
の
源
氏
聞
書
・
覚
勝
院
抄
・
万
水
一
露
・
眠
江
入
楚
・
湖
月
抄
等
の
諸
注
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
河
海
抄
の
記
事
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
し
た
の
は
一
葉
抄
と
万
水
一
露
だ
け
で
、
他
は
全
て
大
幅
に
要
約
し
て
、
自

注
の
あ
ち
こ
ち
に
分
散
さ
せ
引
用
し
て
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
加
え
て
注
意
し
た
い
の
は
、
一
葉
抄
を
除
く
諸
注
が
河
海
抄
の
説
の
一

部
、
即
ち
大
般
若
経
の
く
だ
り
を
否
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
弄
花
抄
で
は

と
し
、
明
星
抄
も

こ
の
弄
花
抄
の
本
文
は
源
氏
聞
書
や
覚
勝
院
抄
に
受
け
継
が
れ
、
明
星
抄
の
本
文
の
方
は
眠
江
入
楚
や
湖
月
抄
へ
と
流
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
万

水
一
露
の
場
合
は
、
河
海
抄
の
説
、
及
び
「
た
う
り
う
に
は
；
仏
前
の
大
般
若
を
蔀
し
て
か
け
る
と
の
儀
は
実
な
き
と
て
不
用
也
」
と
し
て
近

注
切

年
の
説
を
紹
介
し
た
後
、
「
さ
て
大
般
若
一
部
を
か
き
て
奉
納
の
義
は
さ
も
あ
り
ぬ
へ
き
也
」
と
自
説
を
以
て
結
ん
で
い
る
。
こ
の
傍
線
部
分

へ
垢
リ

ル
エ
ー
る
○

大
斎
院
塞
拝
謝
上
所
望
上
東
門
院
緋
塞
辨
桓
画
之
時
式
部
即
作
進
之
云
套
連
々
用
意
乎
詣
石
山
寺
得
趣
向
之
由
見
河
抄
但
跡

所
は

河
海
に
し
る
せ
る
所
．
石
山
寺
に
通
夜

て
・
翻
て
須
磨
明
石
の
両
巻
を
書
と
め

よ
し

に
あ
る
と
河
海
に
載
ら
る 石

山
寺
に
通
夜
の
時
物
語
の
趣
向
を
忘
れ
ぬ
さ
き
に
と
て

ナ
シ

此
大
般
若
の
事
は
実
も
な
き
事
歎
と
云
衣
・
般
若
を
一
筆
に
書
は
づ
す
ま
じ
き
者
な
れ
と
も
実
説
な
し
と
い

け
る
後
に
罪
障
倣
悔
の
為
に
．
般
若
一
部
六
百
巻
を

々
用
意
乎
詣
石
山
寺
得
趣
向
之
由
見
河
抄
但
榊
般
若
書
之
説
無
実
乎
。

仏
前
に
有
け
る
大
般
若
の
料
紙
を
本
尊

か
き
は
ば
つ
す
ま
し
き

判
け
る
大
般
若
の
料
紙
を
本
尊
に
申
う
け

一
筆
に
自
書
て
奉
納
し
け
る
．
今
に
か
の
寺

注
(6)
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＋一六
I／、 源氏物語

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
河
海
抄
が
紹
介
し
た
石
山
寺
参
籠
発
起
説
は
、
少
な
く
と
も
大
般
若
経
の
く
だ
り
に
つ
い
て
は
、
ど
う
や
ら
後

世
否
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
該
本
に
つ
い
て
だ
が
、
、
で
は
石
山
寺
に
赴
き
湖
上
の
月
を
眺
め
た
こ
と
、
源
高
明
の
左
遷
を
思
い
出
し
た
こ
と
、
須
磨
・
明
石
の

巻
か
ら
書
き
始
め
た
こ
と
、
石
山
寺
に
源
氏
の
間
が
あ
る
こ
と
、
大
般
若
経
の
料
紙
を
借
り
て
物
語
を
記
し
た
こ
と
等
を
記
述
し
た
後
に
、
文

末
に
な
っ
て
「
：
・
ト
云
〈
非
説
也
」
と
否
定
し
て
い
る
。

文
末
の
否
定
は
そ
の
前
の
ど
の
文
脈
ま
で
を
承
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
読
し
た
印
象
で
は
、
「
石
山
二
源
氏
ノ
間
在
り
」
で
一
度
文
章

が
切
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
次
の
「
大
般
若
経
ノ
料
紙
。
：
」
の
く
だ
り
だ
け
が
「
非
説
也
」
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
該
本
は
、
大
般
若
経
の
く
だ
り
だ
け
は
こ
れ
を
否
定
し
た
旧
注
の
立
場
を
そ
の
ま
出
踏
襲
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
読
柔
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
冒
頭
か
ら
の
全
て
の
記
事
が
文
末
で
否
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
と
ら
れ
、
少
な
く
と
も
そ
う
し
た

読
み
の
可
能
性
を
排
除
し
う
る
よ
う
な
材
料
は
見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
該
本
の
本
文
に
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
の
石
山
寺
参
籠
発
起
説
を
取
り
上

げ
た
注
釈
諸
害
で
は
特
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
、
源
氏
の
間
に
関
す
る
記
述
が
見
え
て
い
る
の
も
気
に
か
Ⅸ
る
。

こ
の
石
山
寺
参
籠
発
起
説
に
つ
い
て
、
元
禄
十
一
年
（
一
究
Ｃ
、
契
沖
は

注
⑧

此
の
も
の
が
た
り
発
起
の
事
説
々
あ
り
為
時
が
作
紫
式
部
が
作
こ
れ
さ
へ
分
明
な
ら
ざ
れ
ぱ
皆
一
定
し
て
信
じ
が
た
し

と
し
て
、
源
注
拾
遺
の
中
で
こ
れ
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
。
作
者
が
誰
か
と
い
う
第
一
補
題
の
解
決
も
覚
束
無
い
の
に
、
そ
の
作
者
の
執

筆
動
機
や
ど
の
巻
か
ら
書
き
始
め
た
か
等
と
い
う
第
二
補
題
を
論
じ
た
も
の
な
ど
未
だ
問
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
極
め
て
論
理

的
な
反
駁
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

の
指
示
副
詞
「
さ
」
を
、
そ
（

者
の
例
に
入
る
よ
う
で
あ
る
。 そ

の
直
前
の

「
…
実
な
き
と
て
不
用
也
」
と
す
る
近
年
の
説
を
指
し
て
の
も
の
と
解
釈
す
れ
ば
、
万
水
一
露
も
又
後
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ま
た
契
沖
に
遅
れ
る
こ
と
約
五
年
、
自
ら
石
山
寺
に
赴
い
て
紫
式
部
の
自
筆
を
探
し
求
め
、
遂
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
安
藤
為
章

、
、
、
、
、

も
、
こ
れ
ら
は
全
て
後
代
の
作
り
話
で
あ
る
と
し
た
。
紫
家
七
論
を
著
し
た
彼
は
、
源
氏
の
間
に
つ
い
て
も
「
此
頃
や
う
の
机
硯
な
と
を
設
け

注
⑨

た
る
」
と
椰
楡
し
、
紫
式
部
は
桐
壺
か
ら
順
に
書
き
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

更
に
伊
井
春
樹
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
源
語
後
考
集
（
河
野
文
化
館
蔵
。
氏
に
よ
れ
ば
、
湖
月
抄
や
一
華
堂
の
説
を
引
く
と
こ
ろ
が
あ
る
と

ま
た
、
源
氏
の
間
の
事
、
昔
よ
り
有
る
に
あ
ら
ず
、
三
十
年
以
前
に
江
戸
の
町
人
富
人
者
、
京
都
見
物
と
し
て
登
り
し
時
、
こ
の
寺
へ
参

（
マ
マ
）

主
杢

詣
し
が
、
聞
き
は
べ
り
た
る
事
を
思
ひ
つ
き
て
、
こ
の
間
を
寄
進
し
て
造
ら
せ
し
と
言
へ
り

と
、
源
氏
の
問
が
江
戸
商
人
の
寄
進
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
旨
が
記
し
て
あ
る
と
い
う
。
伊
井
氏
は
、
源
氏
の
問
は
河
海
抄
に
先
立
つ
と
さ
れ
る

石
山
寺
縁
起
の
中
に
既
に
見
ら
れ
、
以
後
正
徹
・
正
広
、
更
に
は
松
永
貞
徳
ら
の
紀
行
文
中
に
も
そ
の
名
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
南
北
朝

頃
か
ら
現
実
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
戦
乱
等
に
よ
っ
て
寺
は
被
害
を
被
り
、
源
氏
の
間
も
有
名
無
実
化
し
た
、
慶
長
年
間

に
本
堂
を
解
体
・
補
修
し
た
際
に
で
も
改
め
て
設
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
源
語
後
考
集
の
記
事
は
そ
の
間
の
事
情
を
語
っ
て
い
る
の
で
は

す
る
と
石
山
寺
に
赴
い
た
安
藤
為
章
が
「
此
頃
や
う
の
机
硯
な
と
を
設
け
た
る
」
と
椰
楡
し
た
の
は
、
こ
の
改
修
後
の
新
し
い
源
氏
の
問
を

見
た
た
め
で
、
そ
れ
が
為
章
を
し
て
旧
説
に
対
し
い
よ
い
よ
反
旗
を
祁
せ
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
Ｏ

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
該
本
の
記
事
を
、
も
し
文
末
の
「
非
説
也
」
を
そ
れ
ま
で
の
文
章
全
体
を
承
け
て
の
も
の
と
解
釈
し
て
読

む
な
ら
ば
、
そ
れ
は
源
氏
の
間
を
「
此
頃
や
う
の
」
も
の
と
見
倣
し
石
山
寺
参
籠
発
起
説
を
全
面
的
に
否
定
し
た
、
新
注
時
代
の
注
釈
（
広
道

も
無
論
こ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
繰
り
返
し
言
う
よ
う
に
、
「
非
説
也
」
が
ど
こ

ま
で
の
文
章
を
承
け
て
い
る
の
か
決
め
手
に
欠
け
、
一
方
源
氏
の
間
に
つ
い
て
も
旧
注
時
代
も
口
伝
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
見

注
⑩

な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る
。

‐
し
尻
ノ
）
に
、

、
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十六源氏物語

ア
ツ
コ
ー
シ

こ
こ
で
は
光
源
氏
の
モ
デ
ル
が
敦
良
親
王
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
だ
が
敦
良
な
る
人
物
は
見
つ
か
ら
な
い
。
或
い
は
こ
れ
は
敦
慶
親
王
の

意
で
、
「
良
」
は
「
ヨ
シ
」
の
音
に
あ
て
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
敦
慶
親
王
の
名
は
紫
明
抄
以
下
の
旧
注
に
見
え
て
、
い

る
。
即
ち
紫
明
抄
で
は
帯
木
の
冒
頭
「
ひ
か
る
け
ん
し
な
の
ぷ
こ
と
１
く
Ｉ
し
う
」
の
注
に

敦
慶
親
工
癖
揮
識
門
岬
仏
岬
伽
延
菩
二
品
式
部
卿
延
長
八
年
二
月
廿
八
日
斑
年

通
し
を
立
て
る
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ
材
料
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

と
あ
り
、
同
様
の
文
章
は
孟
津
抄
（
但
し
こ
こ
で
は
桐
壺
の
「
ひ
か
る
き
み
と
き
こ
ゆ
」
の
注
）
に
も
見
え
て
い
る
。
一
方
、
河
海
抄
の
桐
壺

の
巻
「
ひ
か
る
き
み
と
き
こ
ゆ
」
の
注
で
は

二
品
式
部
卿
母
太
皇
后
言

亭
子
院
第
四
皇
子
敦
慶
親
王
號
玉
光
宮
好
色
無
双
之
美
人
也
式
部
卿
是
忠
親
王
繩
鋺
始
賜
二
源
氏
姓
一
號
二
光
源
中
納
言
一
源
光
畦
錨
鑿
黍
延
喜

注
⑪

元
年
任
右
大
臣
日
野
系
図
と
云
物
に
左
大
臣
高
明
を
光
源
氏
と
書
也

と
す
る
。
こ
こ
で
は
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
敦
慶
親
王
の
み
な
ら
ず
是
忠
親
王
や
源
光
・
源
高
明
の
名
前
も
引
い
て
お
り
、
そ
れ
が
紫
明

抄
と
の
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
。
こ
の
河
海
抄
流
の
文
章
は
、
覚
勝
院
抄
（
符
菱
）
・
眠
江
入
楚
等
に
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。

、
、
、

そ
こ
で
該
本
だ
が
、
敦
良
親
王
を
挙
げ
た
後
に
「
是
等
ヲ
一
シ
’
一
シ
テ
…
」
と
、
複
数
形
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
に
該
本
が
も
と
に

し
た
の
は
河
海
抄
流
の
本
文
で
あ
り
、
害
入
者
は
記
事
の
中
か
ら
一
人
敦
慶
親
王
の
名
前
だ
け
を
抜
粋
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
続
く
⑥
が
改

行
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
民
統
け
て
記
さ
れ
て
あ
る
こ
と
等
を
み
る
に
、
余
白
の
残
り
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

竪
横
の
並
び
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
並
び
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
夙
に
、
初
め
て
の
源
氏
注
釈
言
と
さ
れ
て
い
る
源
氏
釈
の
時
点

か
ら
見
え
て
お
り
、
該
害
の
中
の
「
花
鳥
・
河
海
ノ
説
一
一
堅
ノ
井
横
ノ
丼
ア
ル
也
」
や
「
史
記
ノ
本
紀
世
家
列
伝
二
比
ス
」
と
い
っ
た
く
だ
り

／、、

②
、／

／、、

⑫
、／
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は
、
旧
注
諸
書
に
こ
れ
と
似
通
っ
た
文
章
が
散
在
し
て
い
る
。

し
か
し
「
河
海
ノ
法
〈
横
ヲ
重
ン
ズ
、
花
鳥
〈
竪
ヲ
用
『
こ
の
一
文
だ
け
は
、
類
似
の
文
章
が
見
つ
か
ら
な
い
。
又
、
そ
も
そ
も
何
を
言
わ

ん
と
し
て
い
る
の
か
、
文
意
も
暖
昧
で
あ
る
。
例
え
ば
「
河
海
ノ
法
〈
横
ヲ
重
ン
ズ
」
の
く
だ
り
。
河
海
抄
で
は
「
凡
な
ら
び
の
本
意
は
横
の

義
た
る
べ
き
な
り
」
（
空
蝉
巻
冒
頭
）
と
あ
る
か
ら
誤
り
で
は
な
い
も
の
の
、
文
脈
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
河
海
抄
だ
け
が
横
の
並
び
を
重
視

注
咽

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
受
け
と
れ
る
。
し
か
し
花
鳥
余
情
に
も
「
並
の
儀
は
先
横
を
も
て
本
意
と
す
」
（
空
蝉
巻
冒
頭
）
と
あ
り
、
横
の
並
び

を
重
視
す
る
点
で
は
変
ら
な
い
。
に
も
か
Ｅ
わ
ら
ず
そ
れ
を
記
さ
ず
、
逆
に
「
花
鳥
〈
竪
ヲ
用
ご
と
続
く
の
は
一
体
ど
う
し
た
訳
な
の
か
。

試
み
に
、
河
海
抄
と
花
鳥
余
情
の
中
か
ら
並
び
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
部
分
を
取
り
上
げ
、
要
点
を
ま
と
め
て
比
較
し
て
象
た
。
次
に
示

す
の
が
そ
の
結
果
で
あ
る
。

ノ
ノ
ノ
聿
冒
々
何

巻
名
ノ
ノ

空
蝉

夕
顔

末
摘
花

蓬
生

関
屋

初
音

胡
蝶

螢
常
夏

竪

（
言
及
ナ
シ
）

検
並

並
一

並
二

並
一

並
二

並
三

並
山

河
海
抄

花

|茜聖聖並並並撒竪竪。一 竪 ′ 雨
■｡■●OG

，今

竪 竪竪竪竪横不

情

對
債
一
河
海
抄

蒜
火

野
分

御
幸

藤
袴

真
木
柱

鈴
虫

紅
梅

竹
河

並
二

・並並並並並並並

案一九八 七 六 五
之
横
並

也

花

並並並並並並並並自．
二 九八七六五‘雨

機堅堅堅堅感室竪余
』筐
l『三I
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源氏物語十六

一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
河
海
抄
が
単
に
「
並
」
と
だ
け
記
し
て
い
る
箇
所
で
、
花
鳥
余
情
の
方
は
そ
れ
が
堅
の
並
び
な
の
か
横
の
並
び

な
の
か
も
記
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
堅
の
指
摘
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
す
る
と
該
本
、
或
い
は
該
本
が
拠
っ
た
親
本

は
、
こ
の
辺
り
の
事
情
を
指
し
て
〈
河
海
抄
で
は
原
則
と
し
て
横
の
並
び
を
重
視
し
て
い
る
が
、
花
鳥
余
情
の
場
合
、
堅
の
並
び
と
指
摘
し
た

も
の
が
多
い
〉
と
い
う
意
味
で
、
か
き
る
言
入
れ
を
な
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
第
七
段
は
、
一
～
六
ま
で
の
諸
段
と
は
叩
か
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
⑥
で
〈
な
ぜ
式
部
な
の
か
〉
と
い
う
少
し
焦
点
の
ず
れ
た
問
題

に
言
及
し
て
承
た
り
、
＠
で
源
氏
の
間
に
つ
い
て
触
れ
て
象
た
り
、
⑥
で
「
花
鳥
〈
堅
ヲ
用
１
」
と
記
し
た
り
．
…
：
大
勢
と
し
て
は
旧
注
の
立

場
に
拠
り
な
が
ら
も
、
時
に
変
則
的
な
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
該
本
は
、
こ
こ
で
は
明
星
抄
以
外
の
注
釈
言
に
拠
っ
た
も
の
の
ょ

ま
た
②
で
敦
慶
親
王
一
人
だ
け
を
取
り
上
げ
た
り
、
③
か
ら
⑥
に
か
け
て
改
行
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
き
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
等
を
ゑ
る

に
、
前
遊
紙
の
余
白
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
に
大
分
無
理
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ら
し
い
。
原
文
を
大
幅
に
割
愛
し
て
引
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
自
分
の
言
葉
で
文
章
を
ま
と
め
て
ゆ
く
必
要
が
生
じ
て
き
た
も
の
か
。
害
入
者
自
身
の
文
章
が
一
部
混
入
し
た
か

と
い
う
疑
い
も
持
た
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

メ
フ
で
坐
の
ヲ
ｏ
Ｏ

次
に
、
物
語
本
文
中
に
記
さ
れ
た
書
入
れ
に
つ
い
て
概
括
す
る
。
こ
の
書
入
れ
は
全
冊
に
わ
た
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
に
よ
っ
て
書
入

れ
の
分
量
に
差
異
が
認
め
ら
れ
、
特
に
少
な
い
の
は
少
女
・
絵
合
・
玉
鬘
・
野
分
・
行
幸
・
真
木
柱
・
夕
霧
等
で
あ
る
。
尤
も
他
の
巻
を
も
さ

し
て
多
い
も
の
で
は
な
い
ｃ

如
何
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
言
入
れ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、
先
ず
巻
頭
に
は
年
立
て
（
一
条
兼
良
以
来
の
旧
い
年
立

四
、
帯
木
の
書
入
れ
と
本
文
の
特
徴
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感
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

源
ノ

た
且
こ
の
御
と
の
ゐ
と
こ
ろ
の
（
二
丁
オ
⑦
行
目
）

源
卜な

か
に
し
た
し
く
な
れ
き
こ
え
給
て
（
二
丁
オ
⑧
）

源
左
大
臣
殿
へ

き
み
の
い
て
い
り
し
給
に
（
二
丁
ウ
⑤
）

と
い
っ
た
類
い
の
も
の
が
あ
っ
て
、
し
か
も
か
な
り
多
く
見
う
け
ら
れ
る
。
誰
の
宿
直
所
か
、
誰
と
親
し
い
の
か
、
誰
が
ど
こ
へ
出
入
し
て
い

た
の
か
等
を
明
示
し
た
こ
れ
ら
の
書
入
れ
は
、
本
文
を
読
め
ば
文
脈
か
ら
直
ぐ
に
理
解
で
き
る
も
の
で
は
あ
る
。
そ
の
簡
単
な
注
が
わ
ざ
ｊ
、

入
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
か
な
り
の
分
量
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
一
つ
こ
の
よ
う
に
害
入
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
後

を
確
認
し
な
が
ら
本
文
を
読
み
理
解
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
態
度
の
現
わ
れ
と
解
さ
れ
る
。
ど
う
も
初
学
者
に
よ
る
丁
寧
な
素
読
と
い
っ
た

①
初
歩
的
な
注
が
多
い
こ
と
。

で
あ
る
）
を
示
し
、
中
に
は
巻
名
の
由
来
や
並
び
に
つ
い
て
も
合
せ
て
触
れ
た
も
の
も
あ
る
。

物
語
本
文
中
に
於
い
て
は
、
本
行
の
傍
に
、
㈲
地
の
文
・
草
子
の
地
・
何
の
段
・
誰
の
詞
・
誰
の
心
と
い
っ
た
文
脈
の
指
示
や
、
口
振
仮
名

・
振
洩
字
・
語
釈
．
或
い
は
文
意
に
関
す
る
極
め
て
簡
単
な
解
説
（
そ
の
中
に
は
単
に
目
的
語
や
客
語
を
袖
い
示
し
た
だ
け
の
も
の
も
あ
る
）

や
、
更
に
は
国
本
行
へ
の
訂
正
や
異
文
の
表
示
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
㈲
。
。
が
書
入
れ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。

一
方
、
本
行
の
上
の
空
欄
に
は
、
頭
注
の
よ
う
な
形
で
引
歌
・
故
実
・
有
職
・
准
拠
等
に
関
す
る
書
入
れ
が
あ
る
。
但
し
分
量
は
少
な
く
、

中
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
巻
も
あ
る
。
全
体
的
に
ぶ
て
、
詳
細
で
実
証
的
な
書
入
れ
と
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

試
み
に
、
該
本
の
中
で
も
書
入
れ
分
量
の
多
い
部
類
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
帯
木
の
巻
を
取
り
上
げ
、
二
三
気
付
い
た
点
を
述
べ
て
ゆ
く
こ

し
ｅ
泥
Ｌ
’
し
形
生
〆
つ
○

該
本
書
入
れ
の
中
に
は
、
例
え
ば
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源氏物語十六

該
本
の
中
に
は
、
例
え
ば

（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

女
ノ
ァ
ダ
メ
キ
メ
ヅ
ラ
シ
ゲ
モ
ナ
キ
ノ
ハ
御
好
ナ
キ
也
竹
端
ノ
荻
ナ
ト
ノ
類
ナ
ル
ヘ
キ
カ

さ
し
も
あ
た
め
き
め
な
れ
た
る
う
ち
つ
け
の
（
該
本
一
丁
ウ
⑤
行
目
・
大
成
三
五
頁
の
行
目
）

空
蝉
ナ
ト
ノ
類
ヵ

こ
＆
ろ
つ
く
し
な
る
こ
と
を
（
同
右
⑧
．
大
成
⑧
）

と
い
う
よ
う
に
、
文
末
を
「
…
力
」
と
い
う
疑
問
形
で
結
ん
だ
書
入
れ
が
あ
る
。
右
の
二
例
は
光
源
氏
の
本
性
を
描
い
た
く
だ
り
に
見
ら
れ
る

も
の
で
、
「
あ
た
め
き
め
な
れ
た
る
…
」
と
は
例
え
ば
肝
端
の
荻
の
如
き
女
性
の
こ
と
か
、
「
心
つ
く
し
な
る
こ
と
…
」
と
は
例
え
ば
空
蝉
に
対

す
る
執
心
の
如
き
も
の
か
…
等
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
例
を
考
え
な
が
ら
よ
り
深
く
文
脈
を
読
み
解
い
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
書
入
者
の
、
自

身
の
解
釈
を
記
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
注
釈
書
の
書
名
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
。

、
、
、

帯
木
の
書
入
れ
で
は
、
「
×
×
二
云
ク
」
と
源
氏
物
語
の
注
釈
書
の
名
を
挙
げ
て
そ
の
説
を
紹
介
し
た
も
の
は
無
い
。
こ
れ
は
他
の
諸
巻
で

も
同
様
な
よ
う
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
の
総
論
篇
（
桐
壺
巻
前
遊
紙
）
に
於
け
る
「
花
鳥
二
引
」

「
花
鳥
・
河
海
ノ
説
一
こ
等
の
記
述
と
、
本
文
篇
の
中
で
は
「
花
鳥
ニ
モ
ァ
リ
」
と
し
た
蓬
生
の
巻
頭
、
並
び
に
関
し
て
の
次
の
文
章
で
あ
る
。

．
：
此
巻
〈
横
ノ
丼
也
源
氏
廿
七
年
八
講
杯
ノ
コ
ト
ョ
リ
廿
八
才
ミ
ヲ
ッ
ク
シ
ノ
コ
ト
ア
リ
又
末
ノ
詞
一
二
一
年
斗
此
古
宮
二
詠
玉
テ
末
タ
テ

〈
堅
ニ
ナ
リ
ヌ
ル
’
一
ャ
花
鳥
一
一
モ
ァ
リ
但
末
ノ
コ
ト
ヲ
言
ダ
ル
斗
リ
也

省
略
が
多
く
て
分
り
づ
ら
い
文
章
で
あ
る
が
、
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
、
〈
こ
の
巻
は
横
の
丼
び
で
あ
る
。
源
氏
二
十
七
歳
八
講
（
故
桐

壺
院
追
善
会
）
等
の
こ
と
よ
り
二
十
八
歳
ま
で
、
澪
標
の
巻
と
同
じ
時
期
の
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
蓬
生
の
巻
末
の
詞
に
（
末
摘
花
の

後
日
談
と
し
て
）
「
二
年
ば
か
り
こ
の
古
宮
に
な
が
め
た
ま
ひ
て
」
と
あ
る
。
す
る
と
巻
末
で
は
（
更
に
二
年
経
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
絵
合

等
の
）
堅
の
丼
び
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
花
鳥
余
情
で
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
但
し
そ
こ
で
は
単
に
巻
末
の
記
事
を
挙
げ
た
だ

②
耆
入
者
自
身
の
考
察
か
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
こ
と
。

該
本
の
中
に
は
、
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、
、
、
、
、
、

け
で
あ
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
「
末
タ
テ
ハ
堅
ニ
ナ
リ
ヌ
ル
’
一
ャ
」
の
く
だ
り
が
よ
く
分
ら
な
い
。
「
末
タ
テ
〈
」

は
例
え
ば
「
据
タ
レ
ｃ
や
「
末
ニ
テ
ハ
」
等
の
誤
写
で
あ
ろ
う
か
。

蓬
生
の
巻
の
並
び
に
関
す
る
花
鳥
余
情
の
記
事
は
該
本
の
指
摘
通
り
で
あ
る
も
の
の
、
一
葉
抄
や
弄
花
抄
を
は
じ
め
と
す
る
諸
注
が
、
該
本

の
こ
の
一
記
事
と
構
造
の
類
似
し
た
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
「
末
タ
テ
ハ
堅
二
…
」
と
い
う
不
可
解
な
本
文
が
あ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
該
本
が
花

鳥
余
情
を
直
接
に
披
見
し
て
書
入
者
自
身
が
こ
の
一
文
を
綴
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
既
に
そ
う
記
さ
れ
て
あ
っ
た
も
の
を
間
接
的
に
引

用
し
た
と
み
た
方
が
、
可
能
性
と
し
て
は
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

④
旧
注
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
・

③
で
記
し
た
如
く
、
帯
木
で
は
注
如

最
後
に
、
こ
の
喜
入
者
は
一
体
如
何
な
る
本
文
に
よ
っ
て
源
氏
を
読
永
、
解
釈
を
記
し
て
い
っ
た
の
か
。
該
本
の
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。
本
来
な
ら
ば
五
十
四
帖
の
全
て
に
わ
た
っ
て
調
査
す
る
の
が
最
も
望
ま
し
い
わ
け
で
あ
る
が
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
こ
こ
で

は
同
じ
く
帯
木
の
巻
を
取
り
上
げ
て
言
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

方
法
と
し
て
は
、
池
田
亀
鑑
編
の
源
氏
物
語
大
成
校
異
篇
、
帯
木
の
巻
（
同
巻
で
は
大
島
本
を
底
本
に
全
部
で
六
種
類
の
胄
表
紙
諸
本
間
に

於
け
る
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
）
を
も
と
に
、
こ
れ
に
新
た
に
、
該
本
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
期
の
諸
本
（
主
と
し
て
刊
行
年
次
の
明
ら
か
な

③
で
記
し
た
如
く
、
帯
木
で
は
注
釈
書
の
書
名
か
記
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
か
と
い
っ
て
全
て
の
書
入
れ
が
耆
入
者
自
身
の
考
察

か
ら
生
拳
出
さ
れ
た
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
む
し
ろ
か
な
り
の
部
分
が
先
行
諸
注
を
引
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
源
氏
の
年
齢
を
一
条
兼
良

以
来
の
旧
年
立
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
・
巻
名
の
由
来
を
天
台
四
門
に
な
ず
ら
え
て
い
る
こ
と
（
帯
木
を
空
門
と
し
た
の
は
花
鳥
余
情
の
分
類
法

注
⑬

に
拠
っ
た
も
の
か
）
・
花
鳥
余
情
が
提
唱
し
た
三
周
の
説
法
を
説
い
て
い
る
こ
と
等
々
、
い
ず
れ
も
旧
注
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ

け
花
鳥
余
情
の
説
が
、
所
ど
こ
ろ
大
き
な
影
を
お
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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十六源氏物語

本
文
と
、
全
本
文
を
掲
げ
た
注
釈
書
の
計
十
一
本
）
を
加
え
、
以
上
十
七
の
諸
本
本
文
に
つ
い
て
、
相
互
の
異
同
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
そ
の
結
果
、
該
本
に
対
す
る
残
る
十
六
本
の
本
文
の
異
同
数
は
、
次
表
の
よ
う
に
な
っ
た
。

諸
本
名

桃
園
文
庫
蔵
大
島
本

桃
園
文
庫
蔵
明
融
本

松
浦
伯
爵
家
旧
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
本

桃
園
文
庫
蔵
伝
二
条
為
明
筆
本

静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
冷
泉
為
秀
筆
本

日
本
大
学
図
書
館
蔵
三
条
西
家
本

準
雌
鐸
峠
麸
澤
図
蔵
慶
長
古
活
字
版
本

東
洋
文
庫
蔵
伝
嵯
峨
本

内
閣
文
庫
蔵
元
和
九
年
版
本

内
閣
文
庫
蔵
『
万
水
一
露
』
本
文

内
閣
文
庫
蔵
寛
永
古
活
字
版
本

帷
繩
畦
軒
睡
学
蔵
『
首
害
源
氏
物
語
』
本
文

国
立
国
会
図
書
館
蔵
綴
唾
尼
峠
恥
本

国
立
国
会
図
書
館
蔵
万
治
三
年
版
本

内
閣
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
本
文

内
閣
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
評
釈
』
本
文

評湖治慶首寛万元嵯黒三秀池松明大
略
号
一
棒
・
秤

版 版 版 版 版版版版版版写写写写写写

異
同
数

一
四
二

一
五
一

二
二
七

一
四
八

二
五
八

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
八
○

一
八
二

一
五
一

一
一
ハ
ー
ハ

一
六
五

一
四
二

一
五
八

一
五
一

一
七
二

（
注
）

①
略
号
は
、
大
成
で
採
用
さ
れ
た
も
の
は
大
成
に
準
じ
、
他
は

私
に
補
っ
た
。

②
承
応
三
年
版
本
は
慶
安
三
年
版
本
の
再
版
本
で
あ
り
、
寛
延

二
年
本
は
要
約
本
で
あ
る
た
め
、
表
で
は
共
に
省
略
し
た
。

ま
た
寛
文
六
年
版
本
は
被
見
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

③
異
同
は
文
意
に
よ
っ
て
区
切
り
、
表
に
は
明
ら
か
に
本
文
が

異
な
っ
て
い
る
と
判
定
で
き
る
も
の
の
数
だ
け
を
挙
げ
て
お

い
た
。
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右
表
に
よ
れ
ば
、
該
本
と
の
本
文
の
異
同
数
が
最
も
少
な
い
の
は
、
異
同
数
一
二
三
の
三
条
西
家
本
、
次
い
で
異
同
数
一
三
二
の
慶
長
古
活

字
版
本
で
あ
り
、
一
方
萩
原
広
道
の
評
釈
本
文
の
方
は
、
異
同
数
が
一
七
二
と
、
前
二
者
よ
り
ぐ
っ
と
多
く
な
る
。

一
般
的
に
考
え
て
、
Ａ
Ｂ
二
つ
の
本
文
間
に
相
互
の
異
同
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
両
本
が
そ
れ
だ
け
類
似
し
た
本
文
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
前
表
の
如
き
結
果
を
持
つ
該
本
は
、
評
釈
本
文
か
ら
は
遠
く
、
三
条
西
家
本
に
最
も
親
し
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ

民
ノ
○

こ
の
三
条
西
家
本
と
は
、
三
条
西
公
正
氏
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
三
条
西
実
隆
・
公
順
・
公
条
三
人
の
筆
蹟
と
鑑
定
さ
れ
、
ま
た
一
帯
木
の
帖
末

（
一
五
二
五
）
（
一
五
三
○
）
注
⑭

に
は
「
大
永
五
年
八
月
二
日
書
写
了
、
享
禄
三
年
六
月
十
四
日
以
二
古
本
一
読
合
了
」
な
る
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
大
永
五
年
（
一
三
吾

と
い
え
ば
、
実
隆
七
十
五
才
・
公
条
三
十
八
才
・
実
枝
十
五
才
の
時
。
明
星
抄
の
母
体
と
も
な
っ
た
源
氏
間
書
が
既
に
成
立
し
て
い
た
か
と
み

ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
該
本
は
か
＆
る
三
条
西
家
本
に
最
も
親
し
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
先
述
し

た
前
遊
紙
の
書
入
れ
が
、
そ
の
多
く
を
明
星
抄
の
記
事
と
重
似
さ
せ
て
い
た
事
実
と
あ
い
ま
っ
て
、
該
本
の
性
格
を
大
き
く
規
定
し
う
る
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
書
入
者
は
他
本
と
の
校
合
作
業
も
行
な
っ
た
よ
う
で
、
帯
木
の
中
に
は
二
十
五
例
に
わ
た
っ
て
朱
筆
に
よ
る
異
文
表
示
が
見
え
て
い

る
。
う
ち
十
三
例
は
「
イ
」
と
い
う
記
号
を
付
け
て
異
文
を
傍
害
し
た
も
の
で
、
残
る
十
二
例
は
単
に
異
文
を
併
記
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る

（
後
者
は
本
行
と
傍
書
と
二
つ
の
異
な
っ
た
本
文
が
各
々
に
他
の
諸
本
中
で
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
見
せ
消
ち
を
付
け
忘
れ
た
校
訂
と
し

て
で
は
な
く
異
文
の
並
記
と
し
て
処
理
し
て
お
い
た
）
。

さ
て
こ
の
二
十
五
例
の
各
々
の
箇
所
に
於
い
て
他
の
諸
本
が
如
何
な
る
本
文
を
示
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
諸
本
文
が
次
の

よ
う
に
分
れ
た
異
同
例
が
出
て
く
る
。

①
事
な
と
（
大
成
四
十
三
頁
⑤
行
目
）
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卜六源氏物語

ﾊ､牛
V ふ

③
心
な
ら
は
（
大
成
四
十

イ
心
な
ら
は
ｌ
大
・

口
心
な
う
は
ｌ
秀

〈
心
な
と
は
１
万

と
（
朱
）

二
心
な
ら
は
ｌ
全

い
ず
れ
も
万
水
一
露
（
略
三

イ
ナ
シ
（
朱
）

、
、

ホ
事
な
と
Ｉ
（
該
本
）

②
つ
ゑ
ゆ
る
し
（
大
成
四
十
三
⑩
）

イ
つ
ゑ
ゆ
る
し
Ｉ
大
・
明
・
松
・
池
・
秀
・
三
・
黒
・
嵯
・
元
・
寛
・
首
・
慶
・
治
・
湖
・
評

④
身
な
め
り
（
大
成
五
十
⑪
）

イ
身
な
め
り
ｌ
大
・
明
・
松
・
池
・
秀
・
三
・
黒
・
嵯
・
元
・
寛
・
首
・
膿
・
治
・
湖
・
評

イ
事
な
と
’
大
・
池

口
こ
と
な
む
と
ｌ
明

〈
こ
と
な
れ
と
ｌ
松

ｐ
ゆ
る
し
１
万

二
こ
と
１
万

ハ
つ
承
ゆ
る
し
Ｉ
（
該
本
）

ば
ら
は
（
大
成
四
十
九
⑩
～
⑪
）

イ
ナ
シ
（
朱
）

/~、｜

略 へ
号 該
一，本
万、-ノ
L－

軍

・
池
・
秀
・
三
・
黒
・
嵯

明
・
松
・
池
・
三
・
黒
・
嵯
・
元
・
寛
・
首
・
慶
・
治
・
湖
・
評

の
独
自
異
文
を
該
本
が
異
文
と
し
て
朱
書
し
た
例
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
朱
筆
に
よ
る
本
文
校
訂
の
中
に

元
・
寛
・
首
・
慶
・
治
・
湖
・
評
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〈
お
ほ
と
な
ふ
ら
Ｉ
（
該
本
）

と
い
う
音
転
化
に
関
し
て
の
一
例
を
見
せ
た
だ
け
で
あ
る
。
す
る
と
①
～
④
の
各
例
は
、
僅
か
四
例
と
は
い
う
も
の
の
、
該
本
書
入
者
と
万
水

一
露
と
の
間
に
何
が
し
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
事
例
と
し
て
、
注
目
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
評
釈
の
凡
例
に
よ
れ

ば
、
本
文
校
訂
の
際
、
広
道
は
何
本
か
の
校
合
本
を
用
い
、
そ
の
中
に
は
こ
の
万
水
一
露
の
本
文
も
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
と
は
い
う
も
の

の
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
該
本
書
入
者
も
同
様
に
万
水
一
露
を
校
合
に
用
い
た
と
判
断
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
問
題
は
そ
う
容
易
で
は
な
い
。
該

本
書
入
れ
と
万
水
一
露
と
の
間
に
他
本
に
は
な
い
共
通
性
の
み
ら
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
該
本
書
入
者
の
利
用
し
た
校
合
本
が
万
水
一
露
の
底
本

と
な
っ
た
た
め
な
の
か
も
し
れ
ず
、
共
通
性
だ
け
を
以
て
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
へ
流
れ
て
い
っ
た
の
か
、
影
響
関
係
の
後
先
ま
で
を
論
じ
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
該
本
書
入
れ
の
異
文
表
示
の
中
に
は
、
万
水
一
露
と
は
ま
る
で
無
縁
の
本
文
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

な
ど
は
複
数
の
校
合
本
を
用
い
た
た
め
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
や
も
し
れ
な
い
が
、
同
時
に
未
だ
管
見
に
入
ら
ぬ
一
本
を
利
用
し
て
い

た
た
め
と
い
う
解
釈
も
無
視
出
来
な
い
。
近
世
期
に
於
け
る
源
氏
物
語
本
文
の
複
雑
に
錯
綜
し
た
混
乱
状
況
を
考
え
る
な
ら
ば
、
可
能
性
と
し

改
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
他
の
諸
本
が
、

⑤
お
ほ
と
な
ふ
ら

ロ
き
さ
桑
な
め
り
１
万

き
さ
み
（
朱
）

ハ
身
な
め
り
Ｉ
（
該
本
）

電
（
朱
）

と
い
う
例
も
み
え
て
い
る
。
こ
』

ロ
お
ほ
と
な
あ
ふ
ら
ｌ
松

ア
（
朱
）

〈
お
ほ
と
な
ふ
ら
Ｉ
（
該

と
い
う
音
転
化
に
関
し
て
の
一
例

イ
お
ほ
と
な
ふ
ら
ｌ
大
・
明
・
池
・
秀
・
三
・
黒
・
嵯
・
元
・
万
・
寛
・
首
・
慶
・
治
・
湖
・
評

（
大
成
三
十
六
⑦
）

該
本
朱
筆
の
書
入
れ
本
文
と
の
間
に
か
出
る
傾
向
を
示
す
こ
と
は
無
く
、
僅
か
に
伝
為
家
本
（
略
号
「
松
」
）
と
の
間
に

こ
れ
は
該
本
書
入
者
が
そ
の
本
行
を
万
水
一

露
と
同
じ
本
文
に
、
し
か
も
他
の
十
五
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
本
文
に
、
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源氏物語十六

て
は
む
し
ろ
後
者
の
方
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
該
本
の
言
入
れ
は
、
万
水
一
露
と
の
部
分
的
密
着
性
は
指
摘
し
う
る
も

の
の
、
そ
れ
以
上
の
推
論
は
成
り
立
ち
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。

猶
、
④
は
該
本
書
入
者
が
朱
筆
で
以
て
本
行
を
改
め
、
そ
の
結
果
却
っ
て
評
釈
の
本
文
と
対
立
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
か
出
る
例
は
他
に
十

例
ほ
ど
見
え
て
い
る
。

以
上
、
該
本
の
書
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
を
試
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
三
条
西
家
本
に
近
い
本
文
を
持
ち
、
旧
注
を

も
と
に
し
た
初
歩
的
な
注
を
書
き
込
ん
だ
該
本
の
、
広
道
評
釈
と
の
結
び
つ
き
は
、
筆
者
が
調
査
し
た
範
囲
で
み
る
限
り
は
、
極
め
て
薄
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
尤
も
評
釈
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
広
道
は
原
稿
を
仕
上
げ
る
た
め
に
、
二
十
三
種
の
旧
注
と
七
種
の
新
注
と

ウ
ツ
シ
マ
キ

カ
ム
ガ

を
参
照
し
、
ま
た
本
文
の
校
訂
に
際
し
て
も
、
万
水
一
露
や
湖
月
抄
等
の
板
本
五
部
以
外
に
「
古
き
爲
本
二
三
本
を
校
へ
合
せ
た
」
と
し
て
い

る
。
三
条
西
家
本
の
遺
風
を
伝
え
た
該
本
を
、
こ
の
「
古
き
爲
本
二
三
本
」
の
中
の
一
本
と
把
え
、
旧
注
に
拠
っ
た
書
入
れ
を
広
道
の
ご
く
初

期
の
段
階
で
の
も
の
（
一
般
的
に
考
え
て
、
源
氏
物
語
を
読
ん
だ
当
初
か
ら
い
き
な
り
高
度
な
読
ゑ
が
可
能
な
わ
け
で
は
な
い
。
は
じ
め
は
先

行
す
る
注
釈
書
を
手
引
き
に
少
し
ず
つ
読
糸
を
深
め
、
や
が
て
自
分
流
の
読
み
を
確
立
し
て
ゆ
く
の
が
定
石
で
あ
ろ
う
）
と
考
え
る
な
ら
ば
、

わ
ざ
わ
ざ
「
評
釈
草
稿
六
部
之
内
一
本
」
と
銘
う
っ
た
貼
紙
の
本
文
を
全
く
的
外
れ
な
も
の
と
し
て
頭
か
ら
否
定
し
去
る
こ
と
も
出
来
に
く

い
。
「
草
稿
」
の
意
味
を
、
原
稿
を
作
る
た
め
の
下
書
き
資
料
の
意
と
し
て
把
え
る
な
ら
ば
、
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
ょ
し
ん
ぱ
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
該
本
か
ら
評
釈
ま
で
へ
の
距
離
は
依
然
と
し
て
遠
く
、
少
な
く
と
も
該
本
を
以
て
、
未
完
に
終
っ
た
一
評
釈
の
そ
の
後
を
補
う

と
い
っ
た
試
象
は
や
は
り
成
り
立
ち
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。

五
、
結
論
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引
用
は
中
野
幸
一
編
「
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
四
巻
』
に
拠
る
。
以
下
同
様
。

伊
井
春
樹
編
『
渡
氏
物
語
古
注
集
成
第
七
巻
』
所
収
研
究
篇
参
照
。

引
用
は
玉
上
琢
弥
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
」
に
拠
る
。
以
下
同
様
。

国
学
院
大
学
蔵
本
。
今
、
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
八
巻
』
所
収
本
に
拠
っ
た
。

本
学
黒
川
文
庫
所
蔵
覚
勝
院
抄
に
拠
る
。

引
用
は
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
』
第
八
巻
に
拠
る
。

内
閣
文
庫
蔵
寛
文
三
年
版
『
万
水
一
露
』
に
拠
る
。

『
源
氏
物
語
古
注
釈
大
成
』
第
八
巻
に
拠
る
。

岩
波
『
日
本
思
想
大
系
』
第
三
十
九
巻
に
拠
る
。

伊
井
春
樹
著
『
源
氏
物
語
の
伝
説
』
（
昭
和
五
十
一
年
昭
和
出
版
刊
）

引
用
は
野
村
精
一
編
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
』
第
四
巻
に
拠
る
。

引
用
は
『
源
氏
物
語
古
註
釈
大
成
』
第
六
巻
に
拠
る
。

該
本
で
は
、
帯
木
は
巻
名
を
歌
に
拠
っ
た
が
た
め
に
空
門
に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
管
見
に
よ
れ
ば
、
帯
木
を
空
門
と
し
た
記
事
は
他
に
無

い
。
花
鳥
で
は
具
体
的
な
門
名
こ
そ
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
桐
壷
の
巻
頭
注
で
〈
巻
の
名
を
歌
に
と
っ
た
も
の
は
天
台
第
二
門
即
ち
空
門
に
相
当
す

る
〉
と
分
類
し
て
い
る
。
花
鳥
の
こ
の
分
類
は
万
水
一
露
等
も
引
い
て
お
り
、
該
本
の
判
断
は
或
は
こ
の
分
類
法
に
拠
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

三
条
西
公
正
「
証
本
源
氏
物
語
の
原
本
に
就
い
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
七
十
三
号
所
収
）

一qワー
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